
事業名 ： び～ちふぇすた2023 いん しんおんせん 

団体名 ： び～ちふぇすた実行委員会              

１ 事業内容 

日時 令和５年８月６日（日） 

   場所 浜坂県民サンビーチ 特設会場 

   内容 ビーチバレー大会（４人制）、ビーチクリーンアップ、缶バッジ作成、飲食ブース 他 

 

 【事業経過】  

月 日 実施内容 場 所 参加人数 

7月6日 第２回実行委員会 多目的集会施設 ホール 18人 

7月29日 冊子等配布用品袋詰め作業  多目的集会施設 小会議室 15人 

7月29日 機材確認等準備作業 機材保管倉庫、サンビーチ 15人 

8月5日 会場設営 サンビーチ 100人 

8月5日 懇親会（前夜祭） 荒岩 40人 

8月6日 イベント当日 サンビーチ 1000人 

9月24日 報告 ＬＩＮＥ報告 25人 

 

 

２ 事業の効果 

 

（１）団体（組織）内の効果 

新規スタッフが多く加わり組織の活性化が図れた。 

 学生時代に参加してくれていた若者がスタッフとしてサポート側に加わってくれるようになった。 

 

（２）地域への波及 

夏の恒例イベントとして地域に定着し、地域からの支援が受けられやすくなってきた。 

今年から、町内の障害者就労支援事業所が賛同してくれ飲食ブースの出店を行った。 

 イベント開催当初から浜坂県民サンビーチをビーチスポーツの拠点とすることを掲げてきたが、近年、

浜坂県民サンビーチで若者がトレーニングをしたりビーチスポーツを楽しむ姿を見かけることが多くな

ってきた。 

 

 

３ 協働の相手方 

 

らいとすたっふ・ＧＳＡ兵庫（運営スタッフ）、新温泉町バレーボール協会・高体連バレーボール部但

馬支部（審判員）、中京大学バレーボール部（運営スタッフ）、浜坂観光協会（宿泊斡旋等）、ジオsen.s

（SUP体験 ※悪天候により中止）、浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター（SUP借用等）、浜坂漁業協同組合（駐車場

提供等）、新温泉町スポーツ協会（機材借用）、山陰ビーチサッカーネットワーク（イベントサポート）、

障害者就労支援事業所（飲食出店）  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４ 今後の課題等 

 

（１）団体（組織）活動を継続するための工夫等 

自己資金と運営スタッフの確保のため、支援者や賛同者を増やす。 

 イベントのマンネリ化を防ぐため、定期的にＳＮＳを通じてスタッフへ提案や情報提供を行い、常に

イベントのイメージの共有を図っている。 

 

（２）地域活動を拡大していくための工夫等 

他団体への協力や協働を積極的に呼びかけ、イベントへの質の向上につなげるよう心掛けている。 

 イベントをきっかけとして新温泉町の認知度を上げ、観光への誘客につなげていきたい。 

 拡大より継続させることを重視しており、毎年、経費と内容の点検見直しを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年8月6日 地元高校生vs ゲストチーム 5年8月6日 ビーチバレー 

5年8月6日 障害者就労支援事業所飲食ブース 5年8月6日 運営スタッフの中京大学生 


